
 

◆116冊にのぼる評論著作 
1990年にサントリー学芸賞を受賞し 

た『書の終焉』や、30年にわたりライ 

フワークとして取り組んだシリーズ 

「書史三部作」など、書の歴史・文化、 

手で書くことの意義を追究した軌跡を 

ご覧ください。 

 

◆題字「蟲師
む し し

」 

題字や装幀を担当した作品も紹介。漆原友紀氏の漫

画作品を大友克洋監督が映画化した「蟲師」（2006

年）の自筆題字を展示しています。 
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ふるさと文学館 

新型コロナウイルス感染防止のため、展示室の定期的な換気や入館者数の制限を行うとともに、十分な間隔をとって観覧し

ていただけるよう配慮し、開催いたします。なお、発熱や咳等の風邪症状がある方、体調のすぐれない方は観覧をお控えくださ

い。マスク着用、手洗い、アルコール消毒等による感染防止対策にご協力をお願いいたします。 

（10 月 23 日～2021 年 1 月 24 日） 

 
展示の見どころ紹介！ 
石川九楊氏は福井県出身の書家・評論家です。1945年に今

立郡粟田部町に生まれ、武生市（現在の越前市）に育ちまし

た。長年にわたり先鋭的な書の制作や執筆活動を続け、書く

ことの意義を追究してきました。石川氏の創作・思索の全容

を公開する「石川九楊の世界」展の見どころを紹介します。 
 
 

ふるさと文学館秋季企画展  

石川九楊の世界 書という文学への旅 

クイズラリー開催中！ 
クイズに参加した方へオリジナル 

缶バッジプレゼント！ 

◆初公開！「はぐれ鳥とべ」シリーズ習作 
石川氏の半世紀以上にわたる創作の歴史を紹介しています。今回初公開となる

「はぐれ鳥とべ」シリーズの習作は、目隠しをしたり、左手に筆を持ったりと

自らを不自由な状態に置き、新たな表現を求めて格闘した若き日の作品です。 

 

音声ガイド「ふる文ナビゲータ―」 
約 10分の展示解説を聞くことが 

できます。利用は無料です。 

 

◆装幀本 

作品の世界と外部の読者とを

つなぐ石川氏の装幀は高い評

価を受けています。手がけた

作品がずらりと並ぶ様子は壮

観です。 
 

◆超巨大硯
すずり

 

サイズは 120×60×15セン

チ。重さおよそ 300kgもの巨

大硯は必見！数々の書を生み

出した筆や墨、筆掛などの愛

用品も展示しています。 

 

 

 

 

 

秋季企画展記念冊子 

『九楊読本 石川九楊の世界―書という文学への旅』 

ふるさと武生でのエピソードから評

論の論及分野、書作の変遷まで、石

川九楊のこれまでの歩みと業績を分

かりやすく解説。貴重な作品図版も

多数収録しています。 

 発行：福井県ふるさと文学館 カウンターにて販売中（価格：５００円） 

12 月 8 日（火）より一

部資料を入れ替えます。 

後期も「令和論 レエワ、

レイナ、レイカ、リョウワ騒

動記」など、迫力の書作品を

展示します。乞うご期待！ 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

＊白字は休館日です。開館時間は火～金(祝以外):午前９時～午後７時、土・日・祝・月:午前９時～午後６時です。 

年末年始は休館します。2021年は 1月 5 日より開館します。 

＊福井駅東口から図書館まで運行している無料シャトルバス（フレンドリーバス）をご利用ください。 

＊ユー・アイふくいの託児ルームが利用できます！〔1回 300円・未就学児対象。2 日前までにユー・アイふくい（0776-41-4254）へ〕 

 

  開 館 日 カ レ ン ダ ー 

11 月              12 月            2021 年 1 月 

※今後の状況によって変更と

なる場合があります。最新情

報は HP をご覧ください。 

ＴＥＬ：０７７６－３３－８８６６ ＦＡＸ：０７７６－３３－８８６１ Ｅ－ｍａｉｌ：bungakukan@pref.fukui.lg.jp  

https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp     https://www.facebook.com/fukuibungaku/ 

福井県ふるさと文学館＠Fukui_Pref_Lite 

発行：福井県ふるさと文学館  〒918-8113 福井市下馬町 51-11 (福井県立図書館内) 

・古代文字・森羅万象［～12/6（日）］主催：福井県生涯学習・文化財課 
図書館で開催された「白川文字学こども漢字教室」で制作したアート作品を紹介。 
 

・「家族ふれあい」絵手紙コンクール［11/25（水）～12/8（火）］主催：福井市教育委員会 
大切な家族へ思いを届ける絵手紙コンクールの入賞作品を展示します。 
 

・高校書道部作品展［12/9（水）～2021/1/22（金）］主催：福井県高等学校文化連盟書道部会 

高校書道部の部員たちの作品を展示します。  
 

ギャラリー 

「文学の小路」 

にて展示 

おしどり文学館協定 荒川区・福井県合同展示 
平成 29年 11月 5日、夫婦作家の津村節子・吉村昭両氏にちなみ、

当館とゆいの森あらかわ吉村昭記念文学館はおしどり文学館協定を

締結しました。3周年を記念し両館で展示を開催しています。 
（１２月５日～1 月 17 日） 

 
水戸天狗党を描いた吉村作品と、その取材のために 

福井を旅した際の資料などを紹介します。 

日 月 火 水 木 金 土
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–– 

◆400字詰め原稿用紙 3～5枚 ◆最優秀賞 高校生:図書カード 10万円分 

※一般の部は受付終了しました。 

※詳細はポスター、リーフレット、HP をご覧ください。 

高校生の方の作品をお待ちしています！あなたの体験・想いを

綴った随筆作品をお寄せください。 

 

第24 回 風花
か ざ は な

随筆文学賞  

風花とは雪が舞い散る様子を花に例えたもの。この文学賞は、津村節子氏の随筆集『風花の街から』にちなんで始まりました。 

 

イラスト：青化 

三好達治生誕 12０年 
パネル展示 

 

三好達治のアニバーサリーにあわ

せて開催します。今年ふるさと文学

館で初公開された三好の絶筆「春の

落葉」直筆原稿の紹介をはじめ、三

好の生涯や福井との関わりを紹介す

るパネル展を開催します。 

若狭図書 
学習センター（小浜市）で開催 

12 月 5 日（土） 
～2021 年 1 月 17 日（日） 

 

会期：～12 月 16 日（日）会場：吉村昭記念館（東京都荒川区） 

 

 
高校生 締切 12/15（火） 

当日消印有効 

 

吉村昭が描いた天狗党 
―「動く牙」と「天狗争乱」福井の旅― 

吉村昭と医 
 天然痘予防のための種痘普及に尽力した幕末福井の医師、笠原

白翁を描いた吉村の作品『雪の花』などを紹介します。 

会期：～12月 23日（水）※延長しました 会場：福井県ふるさと文学館 

 


